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里芋のお話です。 

古くから食用とされ、縄文時代

には主食でした。芋同士がくっつきなが

ら増えていくので、子孫繁栄の縁起物と

して正月や祝い事で昔からよく使われ

ています。種類は２００種を超えており、

子芋で有名な「石川早生（いしかわわせ）」

や「土垂（どだれ）」は粘りが強くて育て

やすく、一般的に里いもとして調理され

る品種です。正月料理で使われるのは

「八つ頭（やつがしら）」で、粘りが少な

いのが特徴です。 

 給食では一口サイズにカットしてカ

リッと揚げました。ホクホクとした食感

を楽しみながら食べてみてください。 


